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【調査対象（リスト化・リスト再整理）】
建造物：約 600 件  
土木構造物：橋梁約 200件 トンネル・ダム約 30 件 
歴史資料：市内郷土資料館（13館） 

【現地調査（個別シートを作成）】 
■H28 年度
建造物：約 130 件 
■H29 年度（予定）  
建造物：30件程度30件程度
土木構造物：橋梁・トンネル・ダム 計約 40 件程度

■H29 年度
・「(仮称)札幌市歴史的資産保存活用推進方針検討委
員会」開催（委員会２回、ワーキング２回）
・委員会の検討、国の動向を踏まえ「歴史文化基本構
想」策定に変更
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【歴史文化基本構想について】
地域に存在する文化財を、指定・未指定にかかわら
ず幅広く捉えて、的確に把握し、文化財をその周辺環
境まで含めて、総合的に保存・活用するための構想。
この「歴史文化基本構想」を各自治体で定めることによ
り、文化財保護に関するマスタープランとしての役割を
果たすことや、文化財を生かした地域づくりに資するもの
として活用されることが期待される。

※文化財について
・歴史上、芸術上、学術上等において価値が高く、後
世に継承していく必要のあるもの。
・構想においては文化財の指定・登録の有無や文化財
保護法の類型にとらわれず、札幌の貴重な財産として
文化財を幅広く捉える。

札幌市文化芸術
基本計画

構想策定

計画策定

・札幌市景観計画 など
各種計画等

関連
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・調査対象のリスト化
・全体の枠組み整理
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歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 に む け て の 取 組 
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【文化財調査・分析】 
・幅広い分野の文化財調査
・札幌市史等、札幌の歴史関連文献等の調査
・現地調査による現状把握
・札幌の自然、歴史等を踏まえた現状把握
・札幌の文化財の特徴分析
【構想策定】
・委員会
・ワークショップ、まちあるき、シンポジウム

歴 史 文 化 基 本 構 想 策 定 に つ い て
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【歴史文化基本構想の位置付け】


